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新新語

十番勝負

　原発事故による計画停電を回避するために、ネットでよびかけられている節電行動のこと。「ヤ
シマ作戦」とは平家物語の「屋島」に由来し、テレビアニメ「新世紀エヴァンゲリオン」に登場す
る、攻撃兵器の電力を集めるために日本全国を停電状態にする作戦のこと。「停電を最小限に」と
非公式に節電を呼びかけ、多くの賛同を得ています。

ヤシマ作戦

■
同
じ
自
治
体
に
働
い
て
い
て
も
、
日
常
的
に
会

話
す
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。「
仲
間

の
声
」
欄
で
八
尾
市
職
労
の
仲
間
の
名
前
を
見
つ

け
る
と
「
元
気
に
し
て
は
る
ん
や
…
」
と
う
れ
し

く
な
り
ま
す
。
ホ
ン
ト
、機
関
紙
は
交
流
で
す
ね
。

 

北
川　

径
保
（
八
尾
市
職
労
）

■
仙
台
市
内
の
避
難
所
の
運
営
支
援
に
参
加
し
ま

し
た
。
作
業
に
従
事
し
な
が
ら
、
も
し
自
分
が
被

災
者
と
な
っ
た
場
合
は
、
ど
う
い
う
行
動
を
と
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

 

兵
頭　

睦
生
（
堺
市
職
労
）

■
東
日
本
大
震
災
の
大
災
害
に
対
し
て
、
私
た
ち

に
「
何
が
で
き
る
か
」
で
は
な
く
、「
何
を
す
る

か
」
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
、
臨
む
べ
き
で
あ
り

一
歩
先
の
こ
と
を
常
に
考
え
て
行
動
し
た
ほ
う
が

良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

今
井　

裕
子
（
東
大
阪
市
職
労
）

■
た
け
の
こ
堀
り
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
仲
間
と

の
交
流
や
掘
る
こ
と
の
楽
し
み
よ
り
も
、
い
か
に

お
い
し
そ
う
な
も
の
を
た
く
さ
ん
採
る
か
が
先
行

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
以
前
は
こ
ん
な
ん
じ
ゃ
な

か
っ
た
の
に
…
。

 

渡
瀬　

ひ
と
み
（
吹
田
市
関
連
労
組
）

■
職
場
に
新
人
の
保
育
士
が
入
り
ま
し
た
。
親
子

ほ
ど
の
年
齢
差
で
す
が
、
み
ん
な
で
あ
た
た
か
く

応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

高
橋　

望
美
（
守
口
市
職
労
）

■
小
さ
な
子
ど
も
で
も
震
災
の
映
像
に
は
、
心
を

痛
め
て
い
ま
し
た
。

 

新
川　

真
美
（
岸
和
田
市
職
労
）

■
福
島
第
一
原
発
事
故
は
人
災
で
す
ね
。
そ
れ
に

し
て
も
東
日
本
の
地
震
で
大
阪
府
庁
（
旧
Ｗ
Ｔ

Ｃ
）
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
止
ま
る
と
い
う
信
じ
ら

れ
な
い
〝
建
築
〞
に
は
オ
ド
ロ
キ
で
す
。

 

馬
嶋　

信
夫
（
大
阪
市
公
労
）

新新語

十番勝負

　家の中で手作りの食事を弁当箱や区切りのついたプレートに入れて食べること。家族がそろって食卓
を囲む機会が少なくなり、それぞれが自宅で思いの思いの時間に食事をとるケースが増えています。し
かしそれに合わせて食卓の用意をするのは大変なので、食事をそれぞれのワンプレートに盛っておき、
食べたい人がレンジで加熱するのが流行っています。

家　　弁
（いえべん）

タ
テ
の
カ
ギ

❶
歩
き
ぬ
く
こ
と
。
深
山
を
○
○
○
す

る
。

❷
最
高
裁
判
所
の
呼
称

❸
若
い
時
の
○
○
○
は
買
っ
て
で
も
せ

よ
❺
瓢
箪
か
ら
○
○

❻
請
負
で
土
木
・
建
築
等
の
仕
事
を
営

む
人

❽
能
・
狂
言
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
芸
能

の
歌
唱

11
家
事
○
○
○
に
よ
り
欠
勤
致
し
ま
す

12
一
つ
の
す
ぐ
れ
た
考
え
方
。
○
○
○

○
○
○
の
持
ち
主

15
源
の
姓
を
有
す
る
氏
族
の
称

16
疲
れ
果
て
る
こ
と
。
疲
労
○
○
○
○

17
書
籍
等
の
巻
頭
に
入
れ
る
絵

20
出
入
口
。
○
○
○
を
閉
ざ
す

22
割
合
、
歩
合
。
○
○
の
い
い
仕
事

24
凸
の
対
語

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
他
人
の
作
品
を
無
断
で
自
分
の
も
の

と
し
て
使
う
こ
と

❹
幸
せ
の
多
い
こ
と
。
ご
○
○
○
を
祈

る
❼
苦
労
を
ね
ぎ
ら
う
こ
と

❾
敗
北

10
自
ら
光
を
発
す
る
物
体

13
○
○
に
入
れ
ば
○
○
に
従
え

14
一
つ
の
技
芸
。
○
○
○
○
に
秀
で
る

16
裏
面
○
○
○
○
を
企
て
る

18
糸
切
り
歯

19
横
に
ま
っ
す
ぐ
な
こ
と
。
口
を
○
○

○
○
に
結
ぶ

21
花
の
都
と
言
わ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
首

都
23
近
視
の
対
語

25
押
し
の
○
○
○
、
逃
げ
の
○
○
○

26
ふ
る
さ
と

応
募
の
方
法

　

ハ
ガ
キ
に「
解
答
」「
所
属
組
合
名
」

「
職
場
名
」「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い

て
、
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
の

余
白
に
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き

ご
と
や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
に
図

書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。

　

な
お
、
送
っ
て
い
た
だ
い
た
ハ
ガ

キ
は
「
仲
間
の
声
」
と
し
て
紙
面
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０―

０
０
４
１
大
阪
市
北
区

天
神
橋
１
丁
目
13―

15　

大
阪
グ
リ

ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連

「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」編
集
部

応
募
の
締
め
切
り
／
６
月
30
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
１
１

年
７
月
号
の
紙
面
に
掲
載

３
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
１
１
年
３
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
ク
イ
ズ
」
の
正
解
は
「
カ
フ
ン
シ
ョ

ウ
」
で
し
た
。
各
職
場
か
ら
21
通
の
解

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
抽
選
で
次
の

５
人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈

呈
し
ま
す
。（
敬
称
は
省
略
）

▼
山
本
陽
一
（
大
阪
府
職
労
）、
▼
柴

田
有
理
（
大
阪
市
労
組
）、
▼
井
髙
か

な
め
（
堺
市
職
労
）、
▼
谷
奈
奈
（
藤

井
寺
市
職
労
）、
▼
井
上
明
彦
（
枚
方

市
職
労
）

（解き方）二重ワクの文字
を並べ替えて意味の通る
言葉にしてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：一日も早い終息を！

３月号の解答
「カフンショウ」

共 済 コ ー ナ ー
◆ 加入者の声お寄せ下さい ◆
掲載者には図書カードをプレゼント！
○応　募： クロスワードパズルと同じ様

式・同住所へ。宛先は「大阪
自治体の仲間」共済本部

○応募の締め切り　５月末
○ 匿名希望、イニシャル希望などお書き
添え下さい。

２
０
１
１
年
６
月
１
日
か
ら

補
償
を
開
始
す
る
「
個
人
賠

償
責
任
共
済
」
の
募
集
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
は
、
今
年
４
月
以
降

の
新
組
合
員
の
方
で
す
。

「
自
転
車
ど
う
し
の
事
故
」や

「
ス
ノ
ボ
な
ど
で
ぶ
つ
か
っ

た
際
に
相
手
が
ケ
ガ
」な
ど
、

相
手
に
対
し
て
損
害
賠
償
の

責
任
を
負
っ
て
し
ま
う
と
い

う
場
合
に
役
立
つ
共
済
で

す
。

掛
金
は
年
間
５
０
０
円
で
す
。

最
終
締
め
切
り
日
は
、
５
月

20
日
で
す
。
申
し
込
み
締
め

切
り
日
な
ど
、
詳
し
く
は
書

記
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

「
個
人
賠
償
責
任
共
済
」

「
個
人
賠
償
責
任
共
済
」

募
集
中

募
集
中

新
組
合
員
の
方
が
対
象
！

新
組
合
員
の
方
が
対
象
！

フルマイ クシン
ウ カデンシヨ
ソウナン カクニ
クライ シツ カ
ケンカゴシ チイ
イ タ ユエン
ツ ケントウシ

オウトウキ ツキ

　岸和田市職労と市民団体でつくる実行委員会の主催で、第34回岸
和田市民フェスティバルが５月３日、市内の中央公園で開催されま
した。市職労からは学校支部給食分会が給食の試食コーナーとパネ
ル展示で参加。保育所支部は保育連などと共同で出店し、スーパー
ボールすくい、おはなしコーナー、署名活動を実施しました。

市民とともにフェスティバルを開催

（岸和田市職労）
学校給食の試食、保育署名のコーナーも設置

Welcome 
Party

学校給食試食・パネル展示

保育所署名コーナー

大阪自治労連青年部
　新採歓迎会

日　　時 2011年６月11日（土）
 18時受付開始
会　　場 なんば道頓堀ホテル
参 加 費 新規採用職員は無料
申し込み 各単組青年部へ

2011おおさか自治体学校
どうする防災、福祉、地域経済
 ～持続可能な大阪をめざして

講演「東日本大震災からの復興と原発･エネルギー政策転換への課題」
　　　遠州　尋美（大阪経済大学教授）
講演「持続可能な大阪へ、防災、開発、まちづくりを考える」
　　　中山　徹（奈良女子大学教授）
日時　2011年６月11日（土）13時30分開会
会場　大阪グリーン会館２階ホール　資料代　500円
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